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(b)全球水循環モデルによ る シ ミ ュ レー ションの10年目から59年目までの
台風の発生数
折れ線は移動中央値法で平滑化したもの
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図 2 1 951 年から 1 98年ま での期間に台風が年間に日本に近づいた個数と上陸 した個数。
太い線は5 年のランニングミー ン をかけている。
ら 3 個が日本に上陸しています。 個数の変動を示しました。各年ごとの
発生数と上陸数はピッタリ対応してい
台風の長 期変動 るわけではありませんが、20年程度の
図 l aは、1951年から1999年までに北 長期的推移をみると発生数 の多い時期
西太平洋で発生した台風の個数を棒グ は上陸数も多い傾向を示しています。
ラフで示したものです。この図を見て 次に、なぜ台風活動にこのような変動
わかることは エルニー ニョ現象等と関 が現れるのかを探ってみます。
連する経年変動 （防災科研ニュー ス ：
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(c)  Obs :  H8694 minus  L7385:  
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全球水1 盾頭 モデ ルの
台風の長 期変動









を求め られている重要なテ ー マです。
私たちも、さらにモデルを改良し将来
の台風活動の予測を目指 し、風水害危
険度予測にこのモデルを役立てていき
たいと考えてい ます。
（問い合わせ先：全球水循環モデルチー
ム 松浦 知徳）
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